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Ⅰ 背景 
近年、わが国では父親の育児参加を積極的に推奨し、男性の育児休業取得率を 2020年までに
13％に上げることなどを目標に掲げ、ワークライフバランスの実現に取り組んでいる。しかし、
2017年度の男性の育児休業取得率1)は 5.14％と他の先進国に比べて極めて低い水準となってい
る。また父親は、育児参加を求められる一方で、育児に不慣れで、子どもと接する時間も母親よ
りも少なくストレスを受けやすく2)、ストレスを感じた父親は産後うつ症状を呈する可能性があ
ると言われている3)。実際に児の出生後１か月頃に約 11～14％4)5)、産後３～６か月時に約 13～
17％6)7)の割合で抑うつ状態が認められている。加えて、児の出生直後から夫婦関係満足度は顕
著に低下することが明らかにされている8)。 
父親役割適応に関する研究は 1970年代にFerketichら9)によって着手された。Ferketichらは、
役割理論を枠組みとして、父親役割能力と父性性獲得に影響する要因について調査し、父親は妻
の入院中に専門家のアドバイスを忠実に支持する形式的段階を経て、自ら考えた役割行動で子ど
もに対応する非形式的段階、アイデンティティを確立する個人的段階に至ることを明らかにした。
この Ferketichらが使用した役割理論は、Thorntonら10)によって提唱されたもので、予期的、形
式的、非形式的、個人的段階の４段階を定義、特徴づけ、このプロセスが、個人を、受け身的な役
割受容から積極的に従事し形作るように変化させていくことを説明している。 
予期的段階である妻の妊娠期において Galinsky11)は、親となる男性にとって、妊娠期は親に
なることでどのようなことが生じてくるのかをイメージし、出産の準備をする時期であると述べ
ている。また、児の出生前の予期的準備が不十分な父親は、児の出生後からすぐに始まる育児に
適応できない12)といわれている。さらに林ら13)は、４～５か月の児をもつ夫婦を対象に、父性へ
の適応に対する男性の体験を調査し、妊娠中から妻への気遣いや配慮、親となる男性が今後担う
ことになる役割について教育していくことが父親役割行動を促すために重要であることを示唆し
ている。加えて、父親の妊娠中の家事育児行動の認識と出産後の行動との間には強い関連がある
ことが明らかにされている14）。これらの文献より、産後の父親役割行動を実践するためには妊娠
期からの準備が必要であるといえる。 
森田ら15)は、出生前の親となる男性が出生後の父親役割行動を考える契機となった体験を明ら
かにし、この体験を持つために、父親役割モデルや育児準備に携わる機会等の父親としての自己
像形成に必要な素材を提供することや、妻への関心を高めること、そして、仕事と家庭内役割の
役割調整の必要性に気づくよう促す看護の方向性を示唆した。さらに森田16）は、第 1子出生後
の父親役割行動における予測と実際を調査し、父親役割行動を現実的にイメージするために出生
前から男性に夫婦の役割調整を促すこと、育児の情報提供やどのような父親になりたいかを考え
る時間を提供する等の看護の方向性を示唆した。 
本研究では、まず修士論文と先行研究をふまえて看護目標と看護計画を立案し、児の出生前か
ら父親役割適応を促すための出生前看護介入プログラムを考案することとした。そして、親とな
る男性に考案した看護介入を行い、得られた結果に基づいて、臨床応用性を高めた看護介入プロ
グラムを開発した。産後の父親役割行動が円滑に実践されることにより、育児ストレスが増強し
ないこと、産後うつ症状を予防する効果が認められること、夫婦関係満足度が低下しないことが
考えられる。そこで本調査では、親となる男性に看護介入プログラムを実施し、対照群と比較
し、その効果を検証することによって、より妥当性、臨床応用性の高い、改良版出生前看護介入
プログラムを開発することができると考えた。 
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本研究により、開発した看護介入プログラムが臨床応用されることによって、第 1子出生前か
ら親となる男性がどのような役割行動をとりたいかを明確に考え、出生後に円滑に役割行動をと
ることができるようになると考える。そして、円滑に父親が役割行動をとれることによって父親
の自尊感情が高まり、ストレスも軽減され、父親の産後うつが予防されることが期待される。さ
らに、妻の家庭内役割負担も軽減し、妻の育児不安、産後うつが解消され、夫婦関係もより良好
となることが考えられる。加えて、わが子に対しても、両親がより積極的に関わりをもつように
なることで、愛着形成の促進に貢献できると考える。 
このような看護介入プログラムを考案し、親となる男性に対する看護介入方法や効果を検討し
て、改良版看護介入プログラムを開発することは、臨床的にも意義深いと考え、本研究に着手し
た。 
 
Ⅱ 目的 
１）初めて親となる男性の父親役割適応を促す出生前看護介入プログラムを独自に考案、実 
施し、児の出生前後に、効果を量的質的に検討する 
２）本看護介入プログラムによって、初めて父親となる男性が、父親としての自己像形成につな
がったと評価した看護介入の内容を抽出、記述することを通して、出産前の父親役割適応に
有効な看護介入プログラムを開発する。 
 
Ⅲ 用語の定義 
１）父親役割適応 
妻の妊娠期にある親となる男性が、予期的段階から、形式的、非形式的、個人的段階というプ
ロセスを経て積極的に育児に関わり、父親としてのアイデンティティを確立していくこと 
２）父親役割行動 
妻が出産することで初めて親となった男性が、①育児、②家事、③妻への精神的支援、④家庭
内役割と仕事の両立に向けた生活習慣の修正、の４つを調整しながら行うこと 
３）父親としての自己像形成 
 予期的段階において、責任を含む、具体的かつ実現可能なレベルで自分なりの父親役割行動が
説明でき、この子の父親であるというアイデンティティを形成すること 
 
Ⅳ 本看護介入プログラムの独自性 
 育児期の父親役割適応を促す出生前の両親学級である。独自に開発したパタニティポートフォ
リオを活用し、出生前の父親としての自己像形成を活性化した。また男性の育児の参加体験型学
習であり、夫婦による子育て生活の話し合いを促進した。加えて、少人数制で夫婦間の相互交流
の場の提供を行った。 
 看護介入の出生前の最終目標は、児の出生前に自分なりの父親役割行動を具体的かつ実践可能
なレベルで考えることができる、出生後の最終目標は、出生前に具体的にした父親役割行動を実
践できること、EPDS 得点が８点以下、夫婦関係満足度が低下しない、育児ストレスが増強しな
い、とした。 
 パタニティポートフォリオは、自尊感情を高め、父親役割行動の内的動機づけとなることか
ら、看護介入目標を達成するための効果的な教材として活用した。出生前から育児に関する情報
を提供したり、産後の生活スケジュール案の作成、家事役割分担リストの作成等、夫婦で自由に
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記載できるものであった。 
 看護介入プログラムの内容は、①スケジュール説明、自己紹介、②新生児の特徴に関する説
明、③出生後の母親の体とこころに関する説明、④出生後の生活に関する説明、⑤産後の生活の
スケジュール立案ワーク、⑥父親役割モデルの探索、⑦オリジナル沐浴動画の視聴と沐浴体験で
あった。 
 
Ⅴ 研究方法 
１）研究デザイン 
 混合研究法を用いた縦断的準実験研究 
２）データ収集  
 対照群、介入群の順に収集した。 
３）研究対象者 
 以下の条件をすべて満たし、研究参加について説明を受けた後、研究参加に関して夫婦の同意
が得られた第 1子出生前の親となる男性とした。 
条件は、①初めて親となる日本人男性であること、②胎児は単胎であること、③夫婦と胎児は
血縁関係があること、④妊婦および胎児は正常な経過であること、⑤日常生活に支障をきたす健
康問題がないこと、⑥夫婦が一緒に生活をしていること、⑦日本語が堪能で、コミュニケーショ
ンが可能であること、とした。 
研究を開始した後でも以下の場合は研究対象者から除外した。基準は、①研究対象者が研究協
力辞退を申し出た場合、②研究対象者に健康問題が生じた場合、③妻及び子どもの妊娠・分娩・
産褥経過に問題が生じた場合、とした。 
４）データ収集の時期と内容・方法 
看護介入は、妊娠後期（妊娠 28週から出産まで）に行い、データ収集は看護介入前と看護介入
から約１週間後、産後２カ月頃に行った。 
介入群のデータ収集内容は、介入前に対象者の基本情報、親となる男性にエジンバラ産後うつ
自己評価票（EPDS）、夫婦関係満足度（QMI）を使用してデータを収集した。 
看護介入から約１週間後に、具体的になった自分なりの父親役割行動と、父親としての自己像
形成につながったと評価した看護介入の内容を、インタビューガイドを用いて調査した。また産
後２カ月時に、半構成的面接法にて実際に行っている父親役割行動と父親としての自己像形成に
つながったと評価した看護介入の内容を、インタビューガイドを用いて調査した。産後２か月時
には、対象者の追加基本情報と、親となる男性に EPDS、QMI、育児ストレスインデックスショ
ートフォーム（PSI－SF）を使用してデータを収集した。 
 対照群のデータ収集内容は、妊娠後期に対象者の基本情報、親となる男性の EPDS、QMI と、
妻の EPDS、QMIを収集した。そして、産後２カ月時に対象者の追加基本情報と、親となる男性
の EPDS、QMI、PSI-SFと、妻の EPDS、QMI、PSI-SFを収集した。 
５）研究対象者の抽出法及びデータ収集手順 
 研究対象者の抽出は、研究協力施設における選定法、もしくはスノーボールサンプリングにて
行った。 首都圏内の３病院、および、保健センター１施設の、計４施設を利用した。 
６）分析方法 
（１）個別分析：出生前の質的データから具体的かつ実現可能なレベルで考えた自分なりの父親
役割行動を抽出し、さらに出生後の質的データから実際の父親役割行動を抽出した。また出生前
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後の質的データから、父親としての自己像形成につながったと評価した看護介入の内容を抽出し
コード化した。また、EPDS、QMI、PSI-SF得点の結果を、cut-off 値、参考値と比較した。そ
して、質的量的データから看護介入の目標達成度を評価した。 
（２）全体分析：介入群、対照群の対象特性の等質性の検討を行った。そして看護介入プログラ
ムの効果を量的に群間比較した。また、父親としての自己像形成につながったと評価した看護介
入の内容を質的帰納的に分析し、カテゴリーを作成した。考案した看護介入プログラムと、父親
としての自己像形成につながったと評価した看護介入の内容を対応させ、改良版看護介入プログ
ラムを開発した。 
 
Ⅵ 倫理的配慮 
 任意性の保障（自由意志の尊重）、個人情報・プライバシーの保護、安全性の保障等の配慮を
行った。本研究は、千葉大学大学院看護学研究科倫理委員会（承認番号 28－36）、埼玉県立大学
保健医療福祉学部倫理委員会（通知番号 28094）にて承認後、研究を開始した。また、科学研究
費助成事業（課題番号 15K20735）の助成を受け実施した。 
 
Ⅵ 結果 
１）研究対象者の概要 
 本看護介入では介入群９組、対照群 31組を対象とした。研究依頼後、最終的な参加同意が得
られたのは、介入群 2.7％、対照群 19.7であった。 
両群の基礎情報では、妻の年齢以外の、親となる男性の年齢、婚姻期間、里帰り期間、出生前
調査時の妊娠週数は均質であった。また大卒以上の対象者が、介入群では 7名（77.8％）、対照
群では 23名（74.2％）であった。 
２）具体化した父親役割行動と実際の父親役割行動 
 介入群全員が児の出生前に父親役割行動を具体的にしており、看護介入の児の出生前の最終目
標を達成することができていた。ただし、児の出生後の実際の父親役割行動では、沐浴や更衣と
いった育児は全員が実施できていたが、家事や妻への精神的支援、生活習慣の修正は一部出来な
かった、全くできなかった父親もいた。 
３）看護介入プログラムの効果 
 EPDS、QMI、PSI-SF得点を介入群、対照群で比較し、各尺度で有意差はみられなかった。 
４）父親としての自己像形成につながったと評価した看護介入の内容 
 父親としての自己像形成につながったと評価した看護介入の内容は、個別分析の児の出生前の
コードを分類し、最終的に６つのカテゴリーとなった。また、児の出生後のコードも同様に分類
し、６つのカテゴリーとなった。 
５）改良版看護介入プログラム 
 当初考案した看護介入プログラムの内容と、父親としての自己像形成につながったと評価した
看護介入の内容を対応させ、看護目標と看護内容を修正したり具体的な表現に改良した。 
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Ⅵ 考察 
１）介入群および対照群の特徴 
 両群の父親の背景については、統計学的に均質であったともに、育児をテーマにした本研究に
参加を希望した、育児への関心の高い男性であったと考えられる。 
２）看護介入による目標達成状況 
 介入群 10組の親となる男性に調査した結果、全員が看護介入後に、児の出生前に自分なりの
父親役割行動を具体的かつ実現可能なレベルで考え説明することができ、最終目標を達成できて
いたと考える。 
３）改良版看護介入プログラムの妥当性と適切性および実践に向けた課題 
本研究より得られたすべての結果から、本看護介入プログラムは父親役割適応に効果があっ
た。加えて、目標達成に向けた課題も見出され、父親役割モデルの情報提供の方法や早産になる
可能性をふまえた知識の提供をすること等について修正し、改良版看護介入プログラムを開発し
た。今後は、育児に関心があまりない男性にも、本看護介入プログラムへの参加を促進されるよ
うに参加募集を行うことが課題である。さらに、出産施設の看護職者に向けて本看護介入マニュ
アルを作成し、実用化に向けて検証していくことである。 
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